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 論文審査結果の要旨
本研究の第玉部
その結果を利
の区間推定の新たな方法を提案している.全編
第i章は序論で
それぞれの交通
の時間価値〉
示し,かつ,そ
 る公式を導くことが目的であると述べている.
第2章は時間価
を対象として資
間価値の需要関数による表現には成功してい
第3章は個人人
間価値を定義
価値と商品と
関数における資
とができる.第
みならず,所要
等価的偏差で
ャルの時間価
果は,いずれも
 である.
第4章は個人物
を与えるとい
が存在する人
関する従来の研究では
第5章は業務人
の資源として
るという商品と
の資源としての
需要関数の価格
間で割った商を
とっての時間節
果のうちで,商
 り,既存の研究では得られていない新たな知見である.
第6章は,業務物
全く同様な定式
 一137一
鵜
では,言及されておらず,本研究で得られた新たな
第7章は,時間価
'る変量の比で表
第iに,正規変
用いることとほ
うに区間推定を
頼幅の最小値を使うをいう提案は,本研究
 第8章は,結論である.
以上要するに本
を用いた2次近
ているものであ
 に寄与するところが少なくない.
よって,本論文は博士(学術〉の学位論文として
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